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研究実績 
1. 寿命予測技術の開発 
• 
• 

• 

• 

• 

• 

• 

• 

• 

• 

• 

• 

• 

• 
• 

• 
• 
• 
• 
• 
• 
• 

• 

疲労荷重下のコンクリートの構成則を新しい概念（エネルギー）に基づき構築した． 
凍害を受けるコンクリートのマクロスケールの構成則を再現する，メソスケールの凍害現象に

基づくメソスケールの数値解析手法の開発に取り組み，その可能性を示した． 
乾燥収縮，圧縮載荷後に凍結融解作用を与えた結果，載荷後の凍結融解による損傷が大きいこ

とを明らかにした． 
凍結融解作用を受けたコンクリートの変形をエネルギー的に評価するために、凍結融解作用中

のモルタルのひずみ挙動の計測を行った． 
凍結融解の繰返しと荷重の繰返しを受ける FRP シートとコンクリートとの接着界面の力学性
状の劣化を実験的に観察した． 
凍結融解の繰返しを受けるコンクリート中の鉄筋とコンクリートとの付着性状の劣化を実験

的に観察した． 
アルカリ骨材反応により劣化したコンクリート中の鉄筋の定着性状の劣化を実験的に観察し

た． 
セメント硬化体の水和反応の進捗程度を定量的に評価する手法を開発した．（X 線回折パター
ンを用いたリートベルト法および SEMを用いた背面反射電子像法） 
非結晶成分を含む材料の水和反応を定量分析できる選択溶解法を、リートベルト法と結合させ

て多成分系セメント材料の水和反応の定量解析手法を開発した． 
アスファルトの品質に関する一般法則を発見した． 

 
2. 長寿命材料の開発 
水膜理論及び余剰ペースト理論による高流動コンクリートのスランプフローの予測を行い、簡

易な調合設計法を確立した． 
高流動性を有する高強度コンクリートの材料分離に及ぼすレオロジー定数の影響を、実物大模

擬柱供試体を用いて把握し、降伏値の影響が大きいことを明らかにした． 
高温履歴を受けても強度発現に優れ、寒冷地での強度発現や凍結融解抵抗性に優れる高強度コ

ンクリート用の高性能 AE 減水剤を開発した． 
高強度コンクリートの自己収縮を低減できる化学混和剤と無機粉末の組合せを見出した． 
高炉スラグ微粉末とビーライト系セメントの組合せによって塩分遮蔽性の高い高耐久な高性

能コンクリートを得ることができることを明らかにした． 
タイヤ、アスファルト、空中浮遊粉塵、ディーゼル排煙の成分分析を行った． 
セメントの引張、熱応力試験方法を確立した． 
アスファルト及びセメントの X線解析の応用を行った． 
アスファルト混合物の走行中のひずみ変化に関する検討を行った． 
劣化コンクリート中の有機物の成分分析を行った． 
セメントの劣化の種々の原因の特定化について検討した． 

セメントコンクリートの呼吸作用を確認した． 
 
3. 新材料による延命化用補修・補強技術の開発 
破断ひずみの大きな新しい繊維シートによる耐震補強の有用性とその補強メカニズムの基礎

的な事項を実験的に示した． 
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新材料（新繊維および接着樹脂）にも適用可能な，繊維シートとコンクリートとの接着界面の

引張付着の基礎的モデルを示した． 

上記付着モデルに基づく，補強コンクリート部材の引張剛性の数値的解析を行った． 

ポリマーセメントモルタルとコンクリートとの接着界面の付着性状を実験的に明らかにした． 

棒状及び格子状 FRP 筋を差し込んだ RC はりのせん断耐荷機構を実験的に明らかにした． 

リチウムシリケートを主成分とする浸透性化合物を用いて、コンクリートの塩分遮蔽性及び凍

結融解抵抗性を大幅に改善できることを見出した． 

 

4. 建設リサイクル材料の開発 
再生骨材コンクリートにおける塩化物イオンの拡散性状を実験的に観察した． 
微生物を適用した再生骨材製造法に着手し，基礎的な実験を開始した． 
リサイクル性粒状材料の力学評価法を以下のように開発した． 
- 破砕性粒状材料の動力学特性の評価方法の確立 
微小ひずみレベルにおける破砕性粒状材料のせん断弾性係数をベンダーエレメント装着型

三軸圧縮試験により検討した． 
- 移動荷重繰り返し作用下の粒状構造物の変形挙動予測に適した要素試験方法の確立 
礫材の多重リングせん断試験と三軸圧縮試験を行い、せん断試験法の違いが粒状地盤材料

の力学特性に及ぼす影響について検討した． 
移動載荷方式の模型試験で礫材が受けた応力履歴を模擬して多重リングせん断試験を行っ

た． 
- 数値解析による粒状構造物の力学挙動推定法の提案 
不連続体解析により粒状路盤構造の支持力試験のシミュレーションを行い、構成粒子のモ

デル化方法に起因する解析精度の向上について検討した． 
繰返し移動荷重作用時の粒状構造物の変形機構解明に対する粒状路盤材料の要素試験結果

の適用方法について検討した． 
フライアッシュを多量に添加したペースト及びコンクリートの流動性及び自己収縮に関する検

討を行った． 
コンクリート廃材のリサイクル方法としてトラックミキサーを用いた小型レディーミクストコ

ンクリート工場の環境負荷低減性を明らかにし、また、本プラントで製造した再生コンクリー

トの性状について検討した． 
アスファルト混合物のリサイクル材混入の高温での走行車両試験を用いた開発を行った． 

 
5. 持続可能な流域圏構築のための新指標 
地域計画視点としての持続可能な流域圏の構築に関わる検討を行った．（持続可能な流域圏構

築のための新指標に関わる検討）主として地域計画視点としての空間現象とその解析、及び

様々な自然現象による地域及び交通における影響等の検討を行った． 
循環型社会と構造物のストック的視点、及び構造物、特に交通施設のストックとしての評価及

び持続的な計画のあり方について検討を行った．（構造物のシステムとしての寿命に関わる検

討） 
 
6. 合意形成手法 
戦略的環境アセスメント（SEA）に基づく合意形成手法に関する検討を行った．主として合意
形成の手法をワークショップやシステムアナリシスの適用によって、戦略的な計画手法を確立

することを主眼に検討した． 



• 包絡分析法(DEA)による社会基盤システムへの評価手法に関する検討を行った． 
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